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貴財団より助成いただいた活動が完了いたしましたので、下記の通り報告いたします。

≪申請活動・内容≫　　　　　　　
室内楽演奏会の開催
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活動完了報告
「室内楽演奏会の開催」活動助成

　添田 みちる 

≪報告および成果≫　

2023年7月29日にアートスペース二条城前・Albaにて『Kammermusikkonzdrt ～室内楽の午
後』と題してヴァイオリン・ヴィオラ：添田みちる、コントラバス：石塚廉、ピアノ：島田
優美の３名で開催した。
演奏者全員の活動拠点が普段は海外にあるので演奏会の告知等に苦労したが、当日は未
就学児2名を含む50名 (客席数50) のお客様にお越しいただいた。終演後のお客様からの反
応や感想は大変好評で、「初めてクラシックの公演に来たけど楽しかった」「次回があれ
ば是非聴きに行きたい」というコメントを多くいただいた。今後コンスタントに日本でも
演奏活動を行う基盤を作る・新規顧客を開拓するという大きな目標はある程度達成できた
かと思われる。
今回の演奏会のメイン曲のA.ピアソラ作曲『ブエノスアイレスの四季』は既存の編曲され
た楽譜を用いずに独自の編曲を施したもので演奏をした。「初めて聴く『ブエノスアイレ
スの四季』だった、自分達で編曲したの？」や「クラシックの演奏会でタンゴをやるなん
て意外」といった感想もいただき、今回のプログラム及び演奏がお客様にとって「特徴
的」なものだったのだろうと思われる。
また未就学児や学生に向けた取り組みとして学生料金を設定、未就学児無料としてチケ
ット販売を行った。特に未就学児を持つ保護者の方のために演奏中の出入りの制限は特に
設けないこととした。結果として未就学児２名の予約をいただいたので当日は最前列に未
就学児とその保護者のための予約席を設けて演奏を聞いていただいた。最後まで集中して
聞いていただいたき、保護者の方からも大変に好評だったので今後演奏会を企画する際に
は継続していくつもりである。

≪今後の課題≫　

上述した通り今回の公演では学生料金を設定し、また未就学児無料としてチケットの販
売を行い、当日50名の来場者に対して未就学児2名、学生2名という結果になった。しかし
満席近くのお客様にご来場いただいたものの、当初の想定よりも下回る学生・未就学児の
来場数なので、宣伝・集客の方法においてまだまだ改善の余地がある。

今回の会場が最寄り駅より徒歩15分という立地であった。当日は夏場の土曜の昼という
こともあり気温も高く、演奏とは別に「立地があまり良くない」というコメントも頂い
た。なので今後は会場の立地を考えたり夏の時期は夕方に開催をするなどの改善をしてい
きたい。
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今回は会場の確保やチラシの印刷などを日本にスタッフを雇いその人物に一任するとい
う形で行った。しかし、連携がうまくいかず直前まで会場が本予約されていないという事
態に陥った。結果として会場は予約でき演奏会を開催することはできたが、万が一演奏会
が開催できなかった可能性も考慮すると、現地スタッフとの連携を密にできず幾度も確認
をしなかったことは今回一番の反省点である。

≪その他≫　
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